
R500 grismの分散とスリット幅の関係 
横軸はスリットの幅。縦軸
は輝線(ThArランプ)の太
さ。FWHMを使用。 
 
 
0.2”幅まで、スリット幅と
輝線幅はy=xの関係に乗
る。 
 
結論：R500グリズムは、
0.2arcsec程度まではス

リット幅が波長分解能を
決めていると言ってよい。 
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VPH_HとかR1300とか。 
• ~2pix幅スリットでThAr輝線を見て、

1.44pix=1.9A(R~9000)のデータがあった。 
• VPH-Yもあるが、未評価。類似傾向という印象。 
• R1300は2013年初頭から悪化しているらしい。→
次ページ(20141010)。 
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2014/10/10 update:  

R1300分解能調査 
横軸はスリットの幅。縦軸は夜光
輝線の太さ。Implot でFWHMを測
定。 
 
Ch1側は0.3”幅までスリット幅と輝
線幅はy=xの関係に乗る。 
 
しかし、Ch2側はひどい結果。使用

開始時から像の劣化が見られて
いる。さらに、2010年の前(blue 
filled circle)と後(blue open cirlce)
で性能劣化の進行がみられる。 
 
劣化の程度がスリットの位置への
依存性があるかもしれない(2006
年と2012年はロングスリットで類
似の位置を使っている）。 



R1300: Zygoで透過波面評価 
• 2014年10月、昇温時にR1300を取り出

し、透過波面を調査(by Hattori san). 
• 定性的には、ボロボロに見える。 
• 比較に見たIRCSのZJHグリズムはとて

もきれい。 
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R1300 Zygo Ch1 



R1300 Zygo Ch2 



表面を見た。 

Ch2のルーリング面  裏面 



表面を見た。ch1 

Ch1側がより汚いのは納品時から既知の事らしい。
裏面にはインストール後できたらしい傷が見られる。 



Ch2ルーリング
面 

筋は10本で99ミクロン程度だった。 
傷は多いがch1に比べて特段多いわけ
でもない。200倍。 



Ch2ルーリング
面 

ななめ上から光を当ててみた。右が20
倍の一部、下が100倍。 



Ch1ルーリング
面 

というか傷はむしろch1側が多い。下2つ
が100倍、右は200倍。 



Ch1ルーリング
面 

ななめ上から光を当ててみた。右が20
倍、下が20倍の一部拡大。 



Ch2裏面 
一面にセル状のものが見える。200倍アンシャープ処理。 



Ch2裏面 
一面にセル状のものが見える。100倍アンシャープ処理をやや拡大。 



Ch1裏面 
Ch2と顔つきが違う。より割れ目構造に近い。200倍アンシャープ処理。 



Ch1裏面 
Ch2と顔つきが違う。より割れ目構造に近い。150倍アンシャープ処理。 



R1300現状 

• ch1もch2も、表面の傷の多さ、裏面のセル状・あるい
は割れ目状の構造を見るに、既に普通の状態ではな
い。 

• 何時こうなったかは不明ながら、傷の多さは納品時か
ららしい。 

• 今回裏面の精査でみつかった割れ目あるいはセル状
の構造は、ch1とch2で全く顔つきが異なる。KRS5プリ
ズムは別ロット品か？ 

• Zygoでも面精度は異常。公開前ならば共同利用に対
してはNGの品質。 

• ただ既に7年も使ってる。公開当初はまだましだった？ 


	R500 grismの分散とスリット幅の関係
	Measured Spectral Resolution�MOIRCS R500 grism
	VPH_HとかR1300とか。
	2014/10/10 update: �R1300分解能調査
	R1300: Zygoで透過波面評価
	R1300 Zygo Ch1
	R1300 Zygo Ch2
	表面を見た。
	表面を見た。ch1
	Ch2ルーリング面
	Ch2ルーリング面
	Ch1ルーリング面
	Ch1ルーリング面
	Ch2裏面
	Ch2裏面
	Ch1裏面
	Ch1裏面
	R1300現状

